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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月20日(2019.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記成分(A)～(C)；
　(A)平均粒径１μm以上30μm以下の親水性有機球状粉末
　(B)グリセリン及びポリグリセリンから選択されるグリセリン類(b)を含有する多価アル
コール
　(C)重合度700以上3500以下の高重合シリコーン(c1)を含有するシリコーン油
を含有する水中油型乳化組成物であって、
前記水中油型乳化組成物中、
　成分(A)の含有量が0.08質量％以上1.4質量％以下であり、
　成分(b)の含有量が８質量％以上30質量％以下であり、
　成分(c1)の含有量が0.01質量％以上0.4質量％以下であり、
　前記成分(B)総量に対する、成分(b)の含有質量比〔(b)／(B)〕が0.78以上であり、かつ
、
　油剤総量に対する成分(C)の含有質量比〔(C)／油剤総量〕が0.45以上0.9以下である、
水中油型乳化組成物。
【請求項２】
　成分(A)に対する成分(b)の含有質量比が、10以上300以下である請求項１に記載の水中
油型乳化組成物。
【請求項３】
　成分(A)に対する成分(c1)の含有質量比〔(c1)／(A)〕が、0.02以上１以下である請求項
１又は２に記載の水中油型乳化組成物。
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【請求項４】
　更に成分(D)として、エタノールを含有する請求項１～３のいずれか１項に記載の水中
油型乳化組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、下記成分(A)～(C)；
　(A)平均粒径１μm以上30μm以下の親水性有機球状粉末
　(B)グリセリン及びポリグリセリンから選択されるグリセリン類(b)を含有する多価アル
コール
　(C)重合度700以上3500以下の高重合シリコーン(c1)を含有するシリコーン油
を含有する水中油型乳化組成物であって、
前記水中油型乳化組成物中、
　成分(A)の含有量が0.08質量％以上1.4質量％以下であり、
　成分(b)の含有量が８質量％以上30質量％以下であり、
　成分(c1)の含有量が0.01質量％以上0.4質量％以下であり、
　前記成分(B)総量に対する、成分(b)の含有質量比〔(b)／(B)〕が0.78以上であり、かつ
、
　油剤総量に対する成分(C)の含有質量比〔(C)／油剤総量〕が0.45以上0.9以下である、
水中油型乳化組成物を提供するものである。
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